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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第10期

第３四半期連結
累計期間

第10期
第３四半期連結
会計期間

第９期

会計期間

自 平成20年
５月１日

至 平成21年
１月31日

自 平成20年
11月１日

至 平成21年
１月31日

自 平成19年
５月１日

至 平成20年
４月30日

売上高（千円） 7,567,262    2,589,335 8,550,993

経常利益（千円） 2,092,299 715,613 1,882,519

四半期（当期）純利益（千円） 1,225,805     423,502 1,027,815

純資産額（千円） － 5,902,372 4,979,686

総資産額（千円） － 7,389,220 6,705,252

１株当たり純資産額（円） － 44,428.60 37,779.69

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 9,280.43 3,204.95 7,925.42

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利

益金額（円）
    9,001.96 3,110.99 7,576.47

自己資本比率（％） － 79.5 73.8

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
    934,833 － 1,243,778

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
    △141,721 － △651,155

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
    △303,063 － △154,233

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高

（千円）
－ 3,370,403 2,880,355

従業員数（人） － 163 139

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社、連結子会社および持分法適用関連会社）が営む事業の内

容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年１月31日現在

従業員数（人）     163    (30)

　　　（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、当第３四半期連結会計期間の平均人員を（　）外数で記載しており

ます。

　　　　

 

(2）提出会社の状況

 平成21年１月31日現在

従業員数（人）     143    (30)

　　　（注）１.従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、当第３四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載し　　

 　　　　　 　 ております。

 　　　　　 ２.従業員数が当第３四半期連結会計期間において15名増加しましたのは、デジタルコンテンツ事業におい

　　　　　　   て派遣社員等の正社員化をすすめたことによるものであります。
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第２【事業の状況】

１【仕入及び販売の状況】

(1）仕入実績

　仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年11月１日
至　平成21年１月31日）

コマース関連事業（千円）     291,324

その他の事業（千円）     5,406

合計（千円）     296,730

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2）販売実績

　販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年11月１日
至　平成21年１月31日）

デジタルコンテンツ事業（千円）     2,034,416

コマース関連事業（千円）     496,795

その他の事業（千円）     58,124

合計（千円）     2,589,335

　（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．セグメント間の取引については相殺消去しております。

３．当社グループのコマース関連事業による主な販売先は、一般ユーザーであります。

４．当社グループのデジタルコンテンツ事業は、各キャリアの情報料回収代行サービスを利用して、一般ユー

ザーに有料情報サービスを提供するものであります。当第３四半期連結会計期間における主なキャリア別の

売上高は次のとおりであります。

相手先

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年11月１日
至　平成21年１月31日）

金額（千円） 割合（％）

ＮＴＴドコモ     1,186,716 45.8

ＫＤＤＩ    435,296 16.8

ソフトバンクモバイル     268,700 10.4

 

EDINET提出書類

株式会社ザッパラス(E05484)

四半期報告書

 4/26



２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態及び経営成績の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社、連結子会社および持分法適用

関連会社）が判断したものであります。

 

(1）業績の状況

　　当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、大手米国証券会社の破綻以降、急激な株価下落や円高など　

　を背景に、個人消費マインドの冷え込みや企業業績の悪化が進行しており、景気後退が鮮明となりました。モバ　

　イルビジネスを取り巻く環境につきましては、平成21年１月31日現在における携帯電話の累計契約台数が10,609

　万台、そのうち第３世代携帯電話端末の台数は9,687万台(注１)(前年同期比14.7％増)となっており、全体の

　91.3％を占めるに至っております。また、平成19年度におけるモバイルコンテンツ市場は4,233億円（注２）と

　なりモバイルコマース市場の7,231億円とあわせると、初めてモバイルコンテンテンツ関連市場は１兆円を超え

　る規模となりました。

　　このような環境の中、当社グループでは第２ステージへの成長を目指して、更なる企業収益力の基盤強化を当

　連結会計年度のテーマとして取り組みを行っております。デジタルコンテンツ事業におきましては、新規カテゴ

　リーでのサイト立ち上げによって「占い」カテゴリーに続く新しい収益の柱を育成すること、コマース関連事業

　につきましては、モバイルコマース事業において新規ショッピングサイトの投入による商材の拡充、また子会社　

　で展開している携帯電話販売事業において、引き続き経営資源の集中による業務効率の向上により早期の収益化

　に努めてまいりました。

　　この結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は2,589,335千円、営業利益720,000千円、経常利益715,613千

　円、四半期純利益423,502千円となりました。また、当第３四半期連結累計期間の売上高は7,567,262千円（前年

　同期比22.8％増）、営業利益2,101,760千円（前年同期比40.8％増）、経常利益2,092,299千円（前年同期比

　39.7％増）、四半期純利益1,225,805千円（前年同期比49.0％増）となりました。

　　なお、セグメント別の概況は以下の通りであります。

　（注１）社団法人電気通信事業者協会の調査に拠っております。

　（注２）モバイル・コンテンツ・フォーラムの調査に拠っております。

 

　①デジタルコンテンツ事業

　　デジタルコンテンツ事業におきましては、収益性を高めながら安定的な成長を確保することを事業方針として

　取り組みを行っております。当連結会計年度におきましては、新規サイトの投入による集客力の向上および　

　「占い」カテゴリーに続く収益の柱を育成することに注力しております。

　　当第３四半期連結累計期間におきましては、「占い」カテゴリーについては強固な収益基盤として新規サイト

　の投入に加え自社ＣＲＭ及び広告宣伝活動等による集客により安定的な売上高で推移いたしました。また新しい

　収益源といたしましては、現在「デコメ」カテゴリーに注力しており、新規サイトの投入や公式メニューにおけ

　るランキングの向上による会員数の増加に加え、会員数の獲得増加速度を高めるためにプロモーションも活用し

　たことにより、同分野における課金対象者数は計画を上回って推移いたしました。具体的な施策といたしまして

　は、モバイルコンテンツでは62サイト、ＰＣコンテンツでは39サイトの新規投入を行い、当第３四半期連結会計

　期間末現在における月額課金会員数は215万人、ダウンロード会員数は10万人、合計225万人となりました。

　　この結果、当第３四半期連結会計期間末現在、当社グループが運営する携帯電話向け公式コンテンツは320サ

　イト、ＰＣ向け157サイトとなり、当第３四半期連結会計期間の売上高は2,034,416千円、営業利益は825,779千

　円となりました。また、当第３四半期連結累計期間の売上高は5,985,299千円（前年同期比27.6％増）、営業利

　益は2,428,463千円（前年同期比30.6％増）となりました。
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　②コマース関連事業

　　当社グループのコマース関連事業は、モバイルコマース事業と携帯電話販売事業の２つに大きく分けられま

　す。モバイルコマース事業におきましては、商材の拡充と集客の強化を課題として取り組んでおり、当第３四半

　期連結累計期間におきましては、平成20年10月に新規でオープンいたしました暮らしの雑貨を取り扱うショップ

　「ポケットマーケット」による増収が寄与し始めていること、また年末年始商戦については商材の選定やメール

　マガジンの配信数を増加させたことが奏功し、当第３四半期会計期間は好調な水準で推移いたしました。また、

　携帯電話販売事業を行っている子会社の株式会社ジープラスにおきましては、管理機能の集約により、引き続き

　早期の収益化実現に向けて努めております。

　　以上の結果、当第３四半期連結会計期間末現在、当社が運営する公式ショップは24サイト、子会社が運営する

　携帯電話ショップ３店舗となり、当第３四半期連結会計期間の売上高は496,795千円、利益面に関しましては、

　モバイルコマース事業および携帯電話販売事業での営業損益が改善したことが寄与して、営業利益29,564千円と

　なりました。また、当第３四半期連結累計期間の売上高は1,392,502千円（前年同期比14.7％増）、営業利益は　　

　86,527千円（前年同期は営業損失10,201千円）となりました。

 

　③その他の事業

　　その他の事業におきましては、前連結会計年度から引き続きY! Suicaのシステム開発およびサイト運営に関す

　る売上の他、広告事業等の収益が計上されております。

　　この結果、当第３四半期連結会計期間における売上高は58,124千円、業務の効率化を図るとともに人件費や外

　注費の削減によって、営業利益3,008千円となりました。また、当第３四半期連結累計期間の売上高は189,460千

　円（前年同期比24.9％減）、営業利益は13,156千円（前年同期は営業損失2,566千円）となりました。

　　　

　　　なお、前年同期比較に関する数値は参考として記載しております。

 

(2）キャッシュ・フローの状況

　　当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は、第２四半期連結

　会計期間末と比較して440,128千円増加し、3,370,403千円となりました。

　　当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　営業活動の結果得られた資金は300,348千円となりました。主な要因は、売掛金の増加額132,903千円、法人税　　

　等の支払額410,516千円があったものの税金等調整前四半期純利益725,606千円の計上及び減価償却費60,126千円

　があったためであります。

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　投資活動による資金の増加は142,885千円となりました。これは主に、投資有価証券の取得による支出158,400　

　千円、無形固定資産の取得による支出55,437千円が発生したものの、定期預金の払戻による収入額150,000千

　円、有価証券の償還による収入額200,000千円、貸付金の回収による収入額10,000千円があったためでありま

　す。

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　財務活動による資金の減少は3,103千円となりました。これは配当金の支払額によるものであります。　
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(3）事業上および財務上の対処すべき課題

　　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

　会社の支配に関する基本方針について

　　当社の取締役会は、当社株式の大量取得を目的とする買付けや買収提案が行われる場合において、その受入れ

　の当否は最終的には株主の皆様のご判断に委ねるべきものと認識しております。また、経営支配権の異動を通じ

　た企業活動の活性化の意義や効果についても、何らこれを否定するものではありません。

　　しかしながら、株式の大量取得や買収提案の中には、その目的等からみて対象企業の企業価値や株主共同の利

　益を損なうおそれのあるものも見受けられ、そのような株式の大量取得を目的とする買付けや買収提案は不適切

　であると当社は考えます。　　　

　　現在のところ、当社株式の大量取得を目的とする買付けや買収提案に係る具体的な脅威が生じているわけでは

　なく、また当社としても買収防衛策等の具体的な取組みをあらかじめ定めるものではありません。

　　ただし、株主から付託を受けた経営者の責務として、当社株式の取引や株主の異動状況を常に注視するととも

　に、株式の大量取得を目的とする買付けや買収提案に際しては、直ちに当社として最も適切と考えられる措置を

　講じてまいります。

　　具体的には、株式大量取得者との交渉や社外の専門家を交えての当該買収提案の評価を行い、当該買付行為

　（又は買収提案）が当社の企業価値および株主共同の利益に資さない場合には、当社は具体的な対抗措置の要否

　およびその内容等を速やかに決定し、対抗措置を実行する体制を整えます。

 

(4）研究開発活動

　　該当事項はありません。

  

(5）経営成績に重要な影響を与える要因および経営戦略の現状と見通し

　　当社グループは、携帯電話等のネットワークを介して提供するデジタルコンテンツの企画制作・開発・運営を

　行う「デジタルコンテンツ事業」を主力事業として、モバイルコマースや携帯電話販売等の「コマース関連事

　業」とシステム開発の受託やモバイルを活用した広告配信事業を行う「その他の事業」により収益が構成されて

　います。

　　当社グループでは、一般的に可処分所得が高いと言われる20～34歳の女性層（Ｆ１層）を中心とした顧客を保

　有しておりますが、顧客の属性や消費動向を分析することによって、より顧客の要求に合致したサービスや商品

　の提供を行うことにより継続的な事業拡大に努めてまいります。

 

　①デジタルコンテンツ事業

　　当社グループでは、既存コンテンツの継続的な成長に加え、新規コンテンツの投入による新たな収益および顧

　客の獲得によって、更なる成長が見込めると考えております。そのためには、安定成長が見込める新規コンテン

　ツの投入が課題となっております。今後につきましては、20～34歳の女性層（Ｆ１層）との親和性が高く「占

　い」のように安定成長が見込める他のカテゴリーや顧客の継続利用が期待できるコンテンツに集中して、新規コ

　ンテンツを投入してまいります。

　　加えて、新規顧客の獲得にあたっては、コンテンツの露出度・認知度を向上させることが課題と認識しており

　ます。モバイルを取り巻く環境におきましては、各キャリア公式メニューへの検索エンジンの搭載などの変革が

　行われ、さまざまなコンテンツへのアクセスが容易なものとなってまいりました。当社グループでは、独自のマ

　ーケティングを行い新規顧客の確実な獲得に注力するとともに、広告出稿の最適化を図ってまいります。

 

　②コマース関連事業

　　当社グループのモバイルコマースにおきましては、より付加価値の高い商品を当社グループの保有する会員に

　向けて提供を行ってまいります。更なる発展のためには、商品調達力の向上と、顧客への訴求力を高め販売を強

　化することが重要な課題と認識しております。

　　今後の対策といたしましては、「デジタルコンテンツ」を含めた、当社グループ会員の集客を効率的に行うと

　ともに、顧客のニーズに合致した、サービス・商品の提供を充実し、集客・顧客の継続・商品調達力によって利

　益の最大化を重要課題として継続的に強化していく方針であります。

 

　③その他の事業

　　その他の事業におきましては、システムの受託開発等の他、事業提携モデルの新規開拓と、積極的な投資を含

　めた新規事業の創出に努めてまいります。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等につい

て、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありませ

ん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 190,000

計 190,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在

発行数（株）
（平成21年１月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年３月13日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協
会名

内容

普通株式     132,140 132,160
東京証券取引所

（市場第一部）
－

計     132,140 132,160 －  －

　（注）　平成21年２月17日付で東京証券取引所マザーズ市場より、東京証券取引所市場第一部へ市場変更しております。

　　　　　なお、「提出日現在発行数」欄には、平成21年３月１日からこの四半期報告書提出日までの間に新株予約権

　　　　　の行使により、発行済株式総数が20株、資本金及び資本準備金がそれぞれ200千円増加しております。 

 

（２）【新株予約権等の状況】

旧商法第280条ノ20及び第280条ノ21の規定に基づく特別決議による新株予約権(ストックオプション)

（平成16年６月30日開催　臨時株主総会決議）

区分
第３四半期会計期間末現在
（平成21年１月31日）

新株予約権の数（個） 437

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 4,370

新株予約権の行使時の払込金額（円） 20,000

新株予約権の行使期間
平成16年７月１日から

平成26年５月31日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　20,000

資本組入額　10,000

新株予約権の行使の条件 （注）３

新株予約権の譲渡に関する事項 （注）４

代用払込みに関する事項  －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項  －

　（注）１．当社が（注）２．に従って新株予約権の行使により発行又は移転する新株式１株当たりの行使価額の調整が

なされた場合、新株予約権の目的たる株式の数は、次の算式により調整されます。ただし、ｌ株未満の端数を

生じたときは、これを切り捨てるものとします。なお、「行使価額」とは新株予約権行使により発行又は移転

する当社普通株式１株当たりの払込金額をいい、当初の行使価額は200,000円とします。
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株式数＝
払込金額

行使価額

２．当社が時価を下回る払込金額で新株を発行（新株予約権による権利行使を除く）する場合は、次の算式によ

り調整される（なお、次の算式において、「既発行株式数」には、当社が自己株式として保有する当社普通株

式の数は含まないものとし、当社が時価を下回る払込金額で新株式を発行し又は自己株式を処分する場合に

は、「新規発行株式数」には当該発行または処分される株式数を含むものとする。）ものとします。ただし、

円単位未満小数第２位まで算出し、小数第２位を切り捨てます。

    
既発行株式数＋

新規発行株式数×１株当たり払込金額

調整後発行価額＝調整前発行価額×
時価

既発行株式数＋新規発行株式数

なお、行使価額は、株式分割もしくは株式併合の場合、時価を下回る払込価額で自己株式を処分する場合、株

式に転換できる証券を発行する場合、または新株予約権もしくは新株予約権を付与された証券の発行が行わ

れる場合等にも調整されるものとします。

３．新株予約権の行使の条件

(1）新株予約権の行使にあたっては下記の条件に従うものとする。

①　新株予約権は全部又は一部を行使することができます。ただし、１個の新株予約権をさらに分割して行使

することはできないものとします。

②　当社普通株式に係る株式が店頭売買有価証券として日本証券業協会に登録され、またはいずれかの証券

取引所に上場されていることを要するものとします。

(2）新株予約権の行使期間終了時までに、下記の事由が生じた場合は、直ちに新株予約権を喪失するものとし

ます。

①　対象者が新株予約権の行使期間到来前に死亡した場合

②　対象者が破産宣告を受けた場合

(3）このほかの条件等については、株主総会決議及び取締役会決議に基づき、当社と付与対象者との間で締結

する「新株予約権割当契約書」に定めるものとします。

４．新株予約権の譲渡に関する事項

対象者は新株予約権につき、譲渡、質入その他一切を処分することができません。

５．当社は、平成17年９月20日開催の取締役会決議に基づき、平成17年12月20日付で普通株式１株につき５株の

割合で株式分割を行っております。これに伴い「新株予約権の目的となる株式の数」、「新株予約権の行使

時の払込金額」及び「新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行価格及び資本組入額」に

ついて調整を行っております。

６．当社は、平成18年９月27日開催の取締役会決議に基づき、平成18年11月１日付で普通株式１株につき２株の

割合で株式分割を行っております。これに伴い「新株予約権の目的となる株式の数」、「新株予約権の行使

時の払込金額」及び「新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行価格及び資本組入額」に

ついて調整を行っております。

７．新株予約権の目的となる株式の数は、平成16年６月30日開催の臨時株主総会決議による発行数から、付与対

象者の退職による権利喪失に伴い、当第３四半期会計期間末現在で3,110株減じております。
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（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金
増減額
（千円）

資本金
残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残高
（千円）

平成20年11月１日～

平成21年１月31日
－ 132,140 － 1,432,643 － 1,358,018

 

 

（５）【大株主の状況】

　当第３四半期会計期間において、ＪＰモルガン・アセット・マネジメント株式会社から平成20年12月19日付の

大量保有報告書の変更報告書の写しの送付があり、平成20年12月15日現在で7,828株を保有している旨の報告を

受けておりますが、株主名簿の記載内容が確認できないため、当社として実質所有株式数の確認ができません。

　なお、ＪＰモルガン・アセット・マネジメント株式会社の大量保有報告書の写しの内容は以下のとおりであり

ます。

　大量保有者　　　　　　　　ＪＰモルガン・アセット・マネジメント株式会社 

　住所　　　　　　　　　　　東京都千代田区丸の内２丁目７番３号　東京ビルディング

　保有株券等の数　　　　　　株式7,828株

　株券保有割合　　　　　　　5.92％
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成20年10月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。 

①【発行済株式】

 平成20年10月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 132,140 132,140 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 132,140 － －

総株主の議決権 － 132,140 －

　

 

②【自己株式等】

 平成20年10月31日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

－ － 　－ 　－ 　－ 　－

計 － 　－ 　－ 　－ 　－

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
５月

６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月
平成21年
１月

最高（円） 269,000322,000319,000333,000333,000296,000  272,000  264,000  264,800

最低（円） 217,000238,000249,000285,900246,100166,500  206,500  200,500  206,100

　　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所マザーズ市場におけるものであります。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

新役職名 旧役職名 氏名 異動年月日

 専務取締役  専務取締役管理本部長  山崎　浩史 平成21年３月１日
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

 

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成20年11月１日から平

成21年１月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成20年５月１日から平成21年１月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年１月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年４月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,265,460 1,978,309

売掛金 2,190,315 1,956,263

有価証券 1,404,943 1,502,910

商品 13,625 18,103

その他 123,328 111,281

貸倒引当金 △28,913 △22,783

流動資産合計 5,968,759 5,544,084

固定資産

有形固定資産 ※1
 92,651

※1
 115,598

無形固定資産

ソフトウエア 192,022 152,699

のれん 230,543 240,767

その他 15,222 19,128

無形固定資産合計 437,789 412,595

投資その他の資産

投資有価証券 610,938 366,848

その他 279,080 276,125

貸倒引当金 － △10,000

投資その他の資産合計 890,019 632,973

固定資産合計 1,420,460 1,161,167

資産合計 7,389,220 6,705,252

負債の部

流動負債

買掛金 543,944 534,823

未払金 305,161 468,592

未払法人税等 499,650 553,271

役員賞与引当金 25,596 －

その他 112,495 168,878

流動負債合計 1,486,847 1,725,566

負債合計 1,486,847 1,725,566

純資産の部

株主資本

資本金 1,432,643 1,421,443

資本剰余金 1,358,018 1,346,818

利益剰余金 3,079,887 2,181,632

株主資本合計 5,870,550 4,949,894

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 244 －

評価・換算差額等合計 244 －

少数株主持分 31,577 29,791

純資産合計 5,902,372 4,979,686

負債純資産合計 7,389,220 6,705,252
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年５月１日
　至　平成21年１月31日)

売上高 7,567,262

売上原価 2,649,100

売上総利益 4,918,162

販売費及び一般管理費 ※1
 2,816,401

営業利益 2,101,760

営業外収益

受取利息 13,123

その他 2,318

営業外収益合計 15,441

営業外費用

持分法による投資損失 23,654

投資事業組合投資損失 836

その他 411

営業外費用合計 24,902

経常利益 2,092,299

特別利益

貸倒引当金戻入額 10,000

特別利益合計 10,000

特別損失

固定資産除売却損 192

特別損失合計 192

税金等調整前四半期純利益 2,102,107

法人税、住民税及び事業税 903,389

法人税等調整額 △28,874

法人税等合計 874,515

少数株主利益 1,786

四半期純利益 1,225,805
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年11月１日
　至　平成21年１月31日)

売上高 2,589,335

売上原価 909,543

売上総利益 1,679,792

販売費及び一般管理費 ※1
 959,791

営業利益 720,000

営業外収益

受取利息 3,014

その他 420

営業外収益合計 3,434

営業外費用

持分法による投資損失 7,794

その他 27

営業外費用合計 7,822

経常利益 715,613

特別利益

貸倒引当金戻入額 10,000

特別利益合計 10,000

特別損失

固定資産除売却損 6

特別損失合計 6

税金等調整前四半期純利益 725,606

法人税、住民税及び事業税 304,983

法人税等調整額 △3,851

法人税等合計 301,131

少数株主利益 972

四半期純利益 423,502
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年５月１日
　至　平成21年１月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 2,102,107

減価償却費 169,541

長期前払費用償却額 2,364

投資事業組合投資損失 836

のれん償却額 10,223

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,870

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 25,596

受取利息 △13,123

固定資産除売却損益（△は益） 192

持分法による投資損益（△は益） 23,654

売上債権の増減額（△は増加） △234,052

たな卸資産の増減額（△は増加） 6,525

仕入債務の増減額（△は減少） 9,120

未払消費税等の増減額（△は減少） △1,816

未払金の増減額（△は減少） △154,943

その他 △68,165

小計 1,874,191

利息の受取額 14,624

法人税等の支払額 △953,983

営業活動によるキャッシュ・フロー 934,833

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △100,000

定期預金の払戻による収入 300,000

有価証券の取得による支出 △100,000

有価証券の償還による収入 200,000

有形固定資産の取得による支出 △20,546

無形固定資産の取得による支出 △172,581

投資有価証券の取得による支出 △268,600

貸付金の回収による収入 10,000

差入保証金の差入による支出 △30

差入保証金の回収による収入 2,397

保険積立金の払戻による収入 7,638

投資活動によるキャッシュ・フロー △141,721

財務活動によるキャッシュ・フロー

株式の発行による収入 22,050

配当金の支払額 △325,113

財務活動によるキャッシュ・フロー △303,063

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 490,047

現金及び現金同等物の期首残高 2,880,355

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 3,370,403
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年５月１日
至　平成21年１月31日）

会計処理基準に関する事項の

変更

重要な資産の評価基準および評価方法の変更

棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

　第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準

委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９号）が適用されたことに伴い、通常の販

売目的で保有するたな卸資産の評価基準については、原価法から原価法（貸借対照表

価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）に変更しております。これ

による、営業利益、経常利益および税金等調整前四半期純利益に与える影響はありませ

ん。

 

【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年５月１日
至　平成21年１月31日）

固定資産の減価償却費の

算定方法

　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分

して算定する方法によっております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年１月31日）

前連結会計年度末
（平成20年４月30日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、213,119千円であ

ります。

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、178,901千円であ

ります。

 

（四半期連結損益計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年５月１日
至　平成21年１月31日）

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次の

とおりであります。

貸倒引当金繰入     6,129千円　　

役員賞与引当金繰入     25,596千円

回収代行手数料     725,636千円

広告宣伝費     988,711千円

 

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年11月１日
至　平成21年１月31日）

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次のとおりであります。

貸倒引当金繰入           

役員賞与引当金繰入

　1,192千円

    8,832千円

回収代行手数料     244,953千円

広告宣伝費     339,628千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年５月１日
至　平成21年１月31日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年1月31日現在）

現金及び預金勘定  2,265,460千円

取得日から３か月以内に償還期限の到来する短期投資（有価証券） 1,104,943千円　

現金及び現金同等物  3,370,403千円
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（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成21年１月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成20年５月１日　至　

平成21年１月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　　　　　　　132,140株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　該当事項はありません。

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資　

平成20年７月30日

定時株主総会
普通株式 327,5502,500平成20年４月30日平成20年７月31日利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年11月１日　至　平成21年１月31日）

 

 デジタル

 コンテンツ

 事業

（千円）

 コマース

 関連事業

（千円）

 その他の

 事業

（千円）

計

（千円）

消去又は

全社

（千円）

連結

（千円）

 売上高       

 (1）外部顧客に対する

売上高
 2,034,416　　     496,795    58,124  2,589,335    －   2,589,335

 (2）セグメント間の

     内部売上高又は振替高
－     －　　     －     －    (－)    － 

計 2,034,416　  496,795   58,124  2,589,335(－)  2,589,335

 営業利益    825,779　  29,564      3,008    858,352  (138,351)    720,000

 

当第３四半期連結累計期間（自　平成20年５月１日　至　平成21年１月31日）

 

 デジタル

 コンテンツ

 事業

（千円）

 コマース

 関連事業

（千円）

 その他の

 事業

（千円）

計

（千円）

消去又は

全社

（千円）

連結

（千円）

 売上高       

 (1）外部顧客に対する

売上高
5,985,2991,392,502   189,460 7,567,262     　－   7,567,262

 (2）セグメント間の

     内部売上高又は振替高
    －     －　　     －     －    (－)    － 

計  5,985,299 1,392,502   189,4607,567,262   　 (－)  7,567,262

 営業利益   2,428,463   86,527    13,156 2,528,147 (426,386)2,101,760

 

 　    （注）１．事業区分の方法

      事業はサービスの内容及び特性を考慮して区分しております。  　　　

２．事業区分の内容 

事業区分 主要サービス

デジタルコンテンツ事業 モバイルコンテンツ及びＷＥＢコンテンツ等の提供  

コマース関連事業 インターネットや店舗等での商品販売  

その他の事業 上記に該当しない事業活動により生じたもの

 

EDINET提出書類

株式会社ザッパラス(E05484)

四半期報告書

21/26



【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年11月１日　至　平成21年１月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自　平成20年５月１日　至　平成21年１月31日）

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

 

【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年11月１日　至　平成21年１月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自　平成20年５月１日　至　平成21年１月31日）

連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。

 

 

（有価証券関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成21年１月31日）

　有価証券および投資有価証券の当第３四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度末に比べ

て著しい変動が認められないため、記載しておりません。

   

 

（デリバティブ取引関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成21年１月31日）

　当社グループはデリバティブ取引を全く行っておりませんので、該当事項はありません。

 

（ストック・オプション等関係）

　該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年１月31日）

前連結会計年度末
（平成20年４月30日）

１株当たり純資産額     44,428.60円 １株当たり純資産額 37,779.69円

　（注）　１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第３四半期連結会計期間末
　（平成21年１月31日）

前連結会計年度末
　（平成20年４月30日）

純資産の部の合計額（千円）     5,902,372 4,979,686

純資産の部の合計額から控除する金額（千円）     31,577 29,791

（うち少数株主持分）     (31,577) (29,791)

普通株式に係る四半期末（期末）の純資産額

（千円）
    5,870,794 4,949,894

１株当たり純資産額の算定に用いられた四半期末

（期末）の普通株式の数（株）
    132,140 131,020

 

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年５月１日
至　平成21年１月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年11月１日
至　平成21年１月31日）

１株当たり四半期純利益金額 9,280.43円

潜在株式調整後１株当たり四半期純

利益金額
    9,001.96円

１株当たり四半期純利益金額 3,204.95円

潜在株式調整後１株当たり四半期純

利益金額
3,110.99円

　（注）　１株当たり四半期純利益金額および潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとお

りであります。

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年５月１日
至　平成21年１月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年11月１日
至　平成21年１月31日）

１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益（千円） 1,225,805 423,502

普通株主に帰属しない金額（千円）     －     －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 1,225,805 423,502

期中平均株式数（株） 132,085 132,140

   

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益調整額（千円）     －     －

普通株式増加数（株）     4,086 3,991

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

―――――――― ――――――――

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

（リース取引関係）

　所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っております

が、当第３四半期連結会計期間末におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められない

ため、記載しておりません。 
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成21年３月12日

株式会社ザッパラス

取締役会　御中
 

あずさ監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 井上　東　　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 北川　健二　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ザッパラス

の平成20年５月１日から平成21年４月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成20年11月１日から平成21

年１月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年５月１日から平成21年１月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ザッパラス及び連結子会社の平成21年１月31日現在の財政状態、

同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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